





































































21.1％に（日本民間放送連盟 2013）、均等法施行からおよそ 10年後の 1995
年でさえ 7.6%にすぎなかった NHKの女性職員比率は、2010年には 13.6%
表 2　調査対象者一覧
職種 勤務地 年代 学歴 婚姻 子の有無
Aさん P／ D 首都圏 40代 都内私立大卒 既婚 1子
Bさん P／ D 首都圏 30代 都内私立大卒 未婚 なし
Cさん D 首都圏 30代 都内私立大卒 既婚 1子
Dさん D 首都圏 30代 海外大卒 未婚 なし
Eさん D 首都圏 30代 都内私立大卒 既婚 1子
Fさん D 首都圏 30代 都内私立大卒 未婚 なし
Gさん D 首都圏 40代 都内私立大卒 未婚 なし
Hさん D 首都圏 40代 海外大卒 既婚 なし
Iさん D 地方 30代 国公立大卒 既婚 2子
Jさん D 地方 40代 国公立大卒 既婚 2子
Kさん P 首都圏 50代 都内私立大卒 未婚 なし
※ Pはプロデューサー、Dはディレクター（5）
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 （14）, （15）, （16） 内閣府男女共同参画局　2014年 8月 12日最終アクセス。
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